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成獣に由来すると見られるものの（写真3、Garutt 

1994）（2）、全長75cmに及ぶ頭蓋骨は生前の巨

体を想像させるに充分な存在感を放つ。

この頭骨に伴う体幹骨・四肢骨としては、既に

第一頸椎や肩甲骨ほか左前肢骨の一部が発掘

されており、同出土地点の付近には後続部位も

埋蔵されている可能性が高い。管見において、

国内にケサイの全身骨格を所蔵する研究機関

が皆無である状況下、近い将来それらも発掘・

収蔵されることを期待するのはひとり筆者ばか

りではあるまい。

最終氷期におけるバイカルシベリアの動植物相

ところで、凡そ70,000年前から始まり約

10,000年前に終了したといわれる最終氷期、バ

イカルシベリアは如何なる環境にあったのであ

ろうか。周知の通り、一口に「氷期」といっても、

その間の気候は今日の北極圏の如く絶えず寒

冷であったわけではない。南極やグリーンラン

ドから採取された氷床コアが記録する古気候

データはそのことを示唆してくれる。気温や湿

度とも連動する酸素同位体比、二酸化炭素やメ

タン、亜酸化窒素の濃度、風成塵の含有量などの

変動グラフからは、約55,000年前から25,000

ボハン村のケサイ化石

世界一の深さと貯水量を誇るバイカル湖。透

明度が極めて高く、その美しさから「シベリアの

真珠」とも称されるこの大湖の周辺には、膨大

な量の更新世動物化石が埋蔵されている。「バ

イカルシベリア」と呼ばれるこの地域では、旧石

器時代の人類遺跡にも、ほぼ例外なく動物化石

が伴う。開地遺跡でも分厚く堆積した風成層

中から出土するそれらは、概して、表層地質の大

半が酸性土壌からなる日本列島に育った研究

者にとって驚くほど良好な保存状態にある。

もとより、後期更新世ユーラシア北部全域で

繁栄した「マンモス動物群」（1）の化石は、この地

域一帯からも数多く見つかる。地域住民の開

発行為によっても日々掘り出されているそれら

の数量は到底把握しようもなく、絶滅動物のケ

ナガマンモスMammuthus primigeniusやケ

サイCoelodonta antiquitatis等の化石でさえ、

ごく一部が学術資料とされるにすぎない現状に

ある。

事実、先頃、東京大学総合研究博物館が購入

し、今回の特別展に出品されたケサイ化石も、土

取りをしていた地元住民が偶然発見したものに

ほかならない。同化石は、バイカル湖に水源を

もつ唯一の河川たるアンガラ川の流域、帝政ロ

シア期にシベリア総督府も置かれたイルクーツ

クの100km余りに北に位置するボハン村で発

見された（図1・写真1-2）。2004年以来そこからさ

らに50kmほど北に広がるブラーツク貯水池の

池畔で後期旧石器時代の遺跡群の調査を続け

ている筆者らがその存在を耳にしなければ、お

そらくこの化石が研究対象となることもなかっ

たであろう。

左上顎骨の第2前臼歯から凡そ18,000年前

という放射性炭素年代（未較正）が得られたこの

化石は、最終氷期の最寒冷期（LGM: Last Glacial 

Maximum）に当地を闊歩した個体に由来する。

周知の通り、生体のサイを特徴づける「角」は、ケ

ラチンが角質化したもので、ウシの角などと異な

り骨芯をもたない。驚くべきことに、シベリアで

は元来遺存しにくいそれをも保つケサイ頭蓋

骨の出土例が多数存在するが（写真4・5）、残念

ながら、ボハンから出土した化石はその新例と

なるものではない。もっとも、この化石の個体も

生前立派な角を生やしていたことは、鼻骨に認

められる粗面によって確認できる。上・下顎骨

とも第三後臼歯が未だ萌出を始めたばかりの段

階にあるそれらは、N. V. ガルットによる年齢ス

テージ「C-VI」に比定し得る15-20歳程の若い

図1. 言及する湖沼・都市・村
落・遺跡の位置

写真1. ボハン村で発見され
たケサイ化石

左・写真3. ボハン村出土ケ
サイ頭蓋骨の咬合面観

右・写 真4. サハ共和国
ヤクーツクから出土したケ
サイ化石（ロシア氷河時代
博物館所蔵、Kirillova ＆ 
Shidlovskiy 2009）

写真5. ヤマロ・ネネツ自治
管区から出土したケサイ化石
（フランス・トゥールーズ
博 物 館 所 蔵、上: http://
commons .wikimedia .org 
/wiki /File:Coelodonta_
antiquitatis.jpg、下: http://
commons .wikimedia.org 
/wiki /File:Coelodonta_
antiquitatis_Crane.jpg）

写真2. ケサイ化石発見地点
［N53°16’ 85’’, E103°48’ 24’］
（上）と周辺の景観（下）
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25, 230±110 BP
25, 790±110 BP

26, 500±140 BP
30, 840±190 BP
30, 060±750 BP
* Those 3 dates from
 the black band

31, 460±340 BP
31, 110±440 BP
* above 2 dates from
 the black band
 on the another side section
 which faced river side.
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調査を重ねたこの遺跡では、凡そ31,000年前か

ら25,000年前の放射性炭素年代（未較正）を測

る古土壌層中から後期旧石器時代人が遺した

遺物や炉址が出土し、既に1万点以上に及ぶ動

物化石も採集されるに至っている（写真6・7, 図4）。

それら出土動物化石群のうち、発掘時肉眼

で発見されるメガファウナの資料には、ウマ属

Equusやステップバイソン Bison priscusの骨

や歯が目立つため（写真8）、往時、同遺跡の周辺に

は草原が広がる環境が出現していたことは確実

とみてよい。しかしながらその一方、フルイを用

いた水洗選別作業によって採集されたマイクロ

ファウナの化石には、今日必ずしも草原に生息

域をもたない種の資料も少なからず確認されて

いる（表1、 Sato et al. 2008, Khenzykhenova et al. 

2011）。ステップレミング Lagurus lagurusに代

表される典型的な草原ステップ種の化石と、今

年前の間に、地球規模で比較的温暖湿潤な亜

間氷期が存在したことが読み取れる（図2）。

シベリアではカルギンスキー亜間氷期と呼

ばれる当該期、バイカル湖周辺に広がっていた

植生環境も湖沼堆積物に含まれる花粉の解析

結果から推測し得る（e.g. Bezrukova et al.  2010,  

Shichi et al. 2007, Shichi et al. 2009）。図3は、バイ

カル湖の南岸に近接するコトケル湖のコアサン

プルに含まれていた花粉・胞子化石の組成図に

当たる。同亜間氷期、バイカル湖の周辺域にイネ

科Poaceae、カヤツリグサ科Cyperaceae、ヨモギ

属 Artemisia などからなる草原に加え、トウヒ

属 Piceaやマツ属 Pinusなどの針葉樹、カバノ

キ属 Betula、ハンノキ属 Alnus、ヤナギ属 Salix

といった広葉樹の林も点在する環境が存在して

いたこと。しかもカルギンスキー亜間氷期の間

の気候変動も決して小さなものでなく、植生がほ

ぼ草本のみで占められるLGMに至るまで、樹林

の分布は頻繁に拡大・縮小を繰り替えしたこと。

図3からはそれらを読み取ることができよう。

カルギンスキー亜間氷期、バイカルシベリアの

気候が不安定であったことは、旧石器時代の人

類遺跡から出土する動物化石の内容からも窺え

る。ボハンから更に50kmほど北、今日ブラーツ

ク貯水池オサ湾の南岸に位置するバリショイ・

ナリン。2004年以来、筆者らが五度に亘り発掘

針葉樹

針
葉
樹

Lake Kotokel（KTK2）
Analyst: K. Shichi
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図2. 南極ボストーク基地氷
床コアの解析結果をもとに描
かれた気候変動グラフ
（http://en.wikipedia.org/
wiki/File:Vostok_Petit_
data.svgを改変）

上段: 気温
中段: 二酸化炭素濃度
下段: 風成塵含有率

写真6. バリショイ・ナリン遺
跡の遠景

写真7. バリショイ・ナリン遺
跡の発掘風景

図3. コトケル湖の花粉・胞子
ダイアグラム（Shichi et al. 
2009を改変）

図4. バリショイ・ナリンI遺跡
古土壌層の14C年代と出土石
器群
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れた花粉分析の結果からは、シベリアにおいて

サルタン氷期と呼ばれる当該期、この地域が一

様に乾燥化、最暖月平均気温摂氏15度を下回

るまでに寒冷化した様子が窺える。多くの研究

者が推測する通り、急速な温暖化が始まる凡そ

15,000年前まで、バイカル湖以北の東シベリアは

「ステップ-ツンドラ」や「極地砂漠Polar desert」

の荒涼たる原野に特徴づけられていたにちがい

ない （cf. Ray ＆ Adams 2001）。

幸い、バイカルシベリアには、そうしたLGM 

（サルタン氷期）の動物化石が伴う人類遺跡も数多

く存在する。わけても、イルクーツクの北西約

80km、アンガラ川に注ぐ支流ベーラヤ川の左

岸に位置する23,000年前の集落址マリタは、ロ

シアにおける先史学の創始者とも評し得るM. 

M. ゲラシモフが1929年に発掘、シベリアでは

数少ない更新世の人骨（幼児骨）も発見した遺跡

として世界的に名高い。

フルイを用いたマイクロファウナの体系的収

集こそ試みられていないものの、集落址たるこ

の遺跡からは、9度（1928～ 30・32・34・36年、1956

～ 58年）に亘る発掘調査の結果、メガファウナを

中心とする化石が3万点近く検出されたという
（写真9、木村1997: 302）。木村英明は、ゲラシモフ以

来V. I. グロモフ、A. J a. トゥガリフ、N. M. エルモ

ローヴァらによっても進められてきた研究成果を

踏まえ（Герасимов1931・1958, Ермолова1978）、こ

の遺跡から出土した動物種につき最小個体数
（MNI）を表2の通り算定した（木村2001: 37）。今

日北極圏に分布し、ツンドラ地帯の代表的な生

息種ともいえるトナカイRangifer tarandusと

ホッキョクギツネ Alopex lagopusにそれぞれ

589個体分と50個体分の資料が得られ、最小

個体数比（％MNI）も同2種だけで実に8割以上

が占められたこのマリタ遺跡の出土動物化石群
（図5-7）。それらの組成とカルギンスキー亜間氷

日北極海沿岸のツンドラ地帯に生息するシベリ

アレミング Lemmus sibiricusやキタシベリアハ

タネズミの近縁種Microtus cf. hyperboreus、

ツンドラ地帯からステップ地帯に広く分布する

ホソガオハタネズミMicotus gregalisやツンド

ラハタネズミ Microtus oeconomus、さらには

タイガ（針葉樹林帯）に主たる生息域をもつアムー

ルレミングLemmus amurensisやモリレミング

Mypous schisticolorの近縁種の化石が相互

に近接したレベルから発見されることは注目に

値する。こうした化石の出土状況は、LGMに先

立つ約6千年間の気候変動の激しさを示す証

左と捉えてよいだろう。

もっともその後LGMに至ると、バイカルシベリ

アの気候は一変して安定期を迎えたらしい。先

に示したコトケル湖のそれも含め、各地で実施さ

種類

計
註: MNIの数値は木村（2001）の算定による。

MNI

Aves
Anser sp.
Larus sp. 
Mammalia
Rangifer tarandus
Alopex lagopus
Coelodonta antiquitatis
Mammuthus primigenius
Bos primgenius
Gulo gulo
Vulpes vulpes
Equus sp.
Lemmini
Canis lupus
Panthera leo spelaea
Ovis nivicola 

鳥綱
マガン属
カモメ属
哺乳綱
トナカイ
ホッキョクギツネ
ケサイ
ケナガマンモス
オーロックス
グズリ
キツネ
ウマ属
レミング族
オオカミ
ホラアナライオン
ユキヒツジ

2
1

589
50
25
16
5
4
2
2
1
1
1
1

697

種類

計
NISP: 同定資料数、 MNI: 最小個体数。BN.I（Bol'shoj Naryn I）の数値は暫定的なものである。

Aves
Lagopus lagopus
Gallinago cf. megala 
Emberiza cf. citrinella 
Emberiza sp.
Aves gen. indet.
Mammalia
Insectivora gen. indet.
Sorex sp. 
Chiroptera gen. indet.
Lepus timidus
Lepus sp.
Ochotona cf. hyperborea
O. cf. pusilla
Ochotona sp.
Tamias sibiricus
Spermophilus undulatus
Clethrionomys rutilus
C. rufocanus
Clethrionomys sp.
Lemmus sibiricus
L. amurensis
L. cf. amurensis
L. amurensis-Myopus schisticolor
Lemmini gen. indet.
Dicrostonyx sp.
Alticola sp.
Alticola sp. ?
Lagurus lagurus
Lagurus sp.
Microtus gregalis
M. gregalis-arvalis
M. cf. arvalis
M. arvalis-agrestis
M. cf. middendorffii
M. cf. hyperboreus
M. ex gr. middendorffii-hyperboreus
M. cf. agrestis
M. oeconomus
Microtus sp. 
Microtinae gen. indet.
Alopex lagopus
Cervidae gen. indet.
Bison priscus and related species.
Equus sp. 
Mammuthus primigenius
Mammalia gen. indet.

鳥綱
カラフトライチョウ
チュウジシギ近似種
キアオジ近似種
ホオジロ属
不明
哺乳綱
モグラ目
トガリネズミ属
コウモリ目
ユキウサギ
ノウサギ属
キタナキウサギ近似種
ステップナキウサギ
ナキウサギ属
シベリアシマリス
オナガホッキョクジリス
ヒメヤチネズミ
タイリクヤチネズミ
ヤチネズミ属
シベリアレミング
アムールレミング
アムールレミング近似種
アムールレミング もしくは モリレミング
レミング族
クビワレレミング属
コウザンネズミ属
コウザンネズミ属?
ステップレミング
ステップレミング属
ホソガオハタネズミ
ホソガオハタネズミ もしくは ユーラシアハタネズミ
ユーラシアハタネズミ近似種
ユーラシアハタネズミ もしくは キタハタネズミ
ミデンドルフハタネズミ
キタシベリアハタネズミ近似種
上記二種のグループを除くハタネズミ属
キタハタネズミ近似種
ツンドラハタネズミ
ハタネズミ属
ハタネズミ亜科
ホッキョクギツネ
シカ科
ステップバイソン及び近似種
ウマ属
ケナガマンモス
不明
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写真8. バリショイ・ナリン遺
跡出土メガファウナ化石

1: バイソン右中手骨
2: バイソン右距骨
3: ウマ基節骨

1

2

3

5cm

表1. バリショイ・ナリン遺跡
から発掘された椎動物化石
群の内容

左・写真9. マリタ遺跡にお
けるトナカイ化石の出土状況
（木村 1997、原版: サンクト・
ペテルブルグRAS物質文化
研究所所蔵）

右・表2. マリタ遺跡から発掘
された椎動物化石群の内容

図5. マリタ遺跡における
トナカイ骨格の出土状況
（Герасимов1935）

図6. マリタ遺跡におけるホッ
キョクギツネ骨格の出土状況 
（Герасимов1935）

マリタ遺跡からは解剖学的位
置を保つホッキョクギツネの
全身骨格が複数体出土した
という。それらは主に毛皮を
目的に捕獲された個体群に
由来するものかもしれない。

図7. マリタ遺跡出土鳥獣種
の最小個体数比（％MNI）

トナカイ

グズリ
オーロックス
ケナガマンモス
ケサイ
ホッキョクギツネ

n=697

キツネ
ウマ

レミング族
オオカミ

ホラアナライオン
ユキヒツジ
マガン属
カモメ属
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ラジカ、オーロックス、ステップバイソンなど極

一部であったとみられる（金・河村1996:326）。もっ

とも、化石の検出量が限られている状況下、列島

に渡来したマンモス動物群の内容は、マンモス

の化石が発見されている北海道でも十分に把

握されていないのが実情といえる。

更新世末期における大型獣の絶滅要因

さて、マンモス動物群の中、ケナガマンモスとケ

サイはその化石の分布範囲からみて、最終氷期と

りわけ広域に分布した種とみてよい。だが、これ

ら二種をはじめとして、マンモス動物群を構成す

る大型種は、その多くが更新世の末期に絶滅し

てしまった。実は、この時期絶滅した大型獣は、

マンモス動物群の構成種のみにとどまらない。

日本列島の更新世を特徴づける大型草食獣たる

ナウマンゾウ Paleloxdon naumanniやヤベオ

オツノシカSinomegaceros yabeiも、LGMの終

焉後、急速に温暖化が進む過程で絶滅したこと

が確認されている （Iwase et al. 2011, Kawamura 

1994, Takahashi et al. 2006）。また、新大陸でも

14,000年前から10,000年前の間に大型獣が

次 と々絶滅、ごく少数の種類のみが生き残ったこ

とが明らかとなっている。それでは、更新世末期

におけるこうした大型獣の絶滅は、如何なる要因

によって引き起こされたものなのであろうか。

アリゾナ大学のP. マーティンは、アメリカ大陸

における大型獣の絶滅に関してその主因を人類

による過剰捕殺（over kill）に求め、「電撃戦モデ

ル」という著名な学説を提示した（Martin 1973）。

このモデルでは、まず、後期更新世の後期に、当

時陸化していたベーリング海峡を通してユーラ

シアからアラスカへと移動した人類集団が、後

期更新世の末期温暖化により氷床に生じた無

氷回廊を通って、約11,500年前頃、現在のエド

モントン辺りに到達、その後、約千年間で大陸

南端に達したことが前提とされる。そして、その

間、人類が新たに進出した地域が「前線」に喩え

られ、その付近で大型哺乳類が次 と々狩り尽く

された結果、「前線」が北から南へと嵐のごとく

通過した後には、大型哺乳類にも人口自体も乏

しい地域がのこされたと説かれる（図8）。

人類が環境に与える影響の大きさをも訴えか

けるこのセンセーショナルなモデルは、これまで

一般書にも幾度となく取り上げられてきた。し

かしながら、人類による過剰捕殺を説くこの学

説とは対照的に、更新世末期における大型獣

の大量絶滅を気候変動とそれに伴う環境の変

化によって説明する向きもある（e.g. Macphee ed. 

1999）。そうした説をとる研究者は、一様に更新

世末期に生じた環境変化が、第四紀の先行時

期にみられたそれと大きく異なっていた可能性

を強調する。

また、過剰捕殺か環境変化か択一することな

く、更新世末期における大型獣の絶滅を両者

の相乗効果で説明しようとする向きもある（e.g. 

Stuart 1991）（3）。もとより、後期更新世の後期に

至り、ようやく人類が出現した南北アメリカ大陸

と、第四紀の長期間人類と大型哺乳類が共存し

たユーラシア大陸やアフリカ大陸の事情は大き

く異なる。更新世の末期、地球規模におこった

大型動物の絶滅を一律に「電撃戦モデル」で説

明できないことは明らかだろう。

近年、コペンハーゲン大学のE. D. ローレン

期の所産たるバリショイ・ナリン遺跡のそれとを

比較しただけでも、LGMに至りバイカル湖以北

の地域から草原ステップが後退し、動物の分布

域にも大きな変化が生じたことがよく分かる。

寒冷地適応した動物相に当たるマンモス動

物群の分布域は、総じて、最終氷期中気候が寒

冷化する度に南へ拡大したことであろう。事実、

その化石は中国東北部や日本列島からも発見

されている。既報の化石群を集成した金昌柱

と河村善也は、40,000年前以降21,000年前頃

に至るまでマンモスやケサイの化石が中ロ国境

から遼東半島にかけての中国東北部にまで広く

分布していることを紹介し、同地域が後期更新

世におけるマンモス動物群の分布域の南縁部

に当たることを示した（金・河村1996）。しかしな

がら、彼らは同時に、LGMにあってさえ中国東

北部にマンモス動物群の主要構成要素とされる

種（Верещагин 1979）がすべて侵入したわけで

はなかったことも指摘している。両氏によれば、

マンモスやケサイに加え、ヨーロッパオオヤマネ

コ Lynx lynxや、ヘラジカ Alcse alces、オー

ロックス Bos primigenius、ステップバイソンな

ど、マンモス動物群の主要構成要素とされる動

物種の化石を認め得る中国東北部においても、

クビワレレミング Dicrostonyx torquatus、シベ

リアレミング、ホッキョクギツネ、ホッキョクグマ

Ursus maritimus、ユーラシアホラアナライオ

ンPanthera leo spelaea、トナカイ、モウコガゼ

ル Gazella gutturosa、サイガ Saiga tatarica、

ジャコウウシ Ovibos moschatusなどの化石は

発見されていないという（金・河村 1966: 53）。

N. K. ヴェレシチャーギンとI. Y. クズミナによ

り東シベリアを代表する更新世動物化石種にも

リストアップされ（Vereshchagin＆Kuz' mina 1984）、

大半がマンモス動物群の主要構成要素ともされ

ているそれらは、多くがとりわけ寒冷地適応の

進んだ種に当たる。また、バイカルシベリアでも、

トナカイやホッキョクギツネの化石が伴う後期

旧石器時代の遺跡は、その殆どがバイカル湖の

北側に位置してもいる。それらを考え合わせる

と、LGMにあってもツンドラ地帯がバイカル湖よ

り南方に及ぶことはほとんどなく、寒冷地適応が

ことに進んだ種の分布域も主にその北側に限ら

れていたとみてよいだろう。

なお、マンモス動物群を構成する動物種の一

部は、最終氷期に陸橋化した間宮海峡・宗谷海

峡を通り、日本列島にも渡来したとみられるが、

本州・四国・九州まで到達した主要構成種はヘ

無氷回廊

11,500yBPの氷床

11,500yBP
エドモントン

11,320yBP

11,250yBP

11,150yBP

10,930yBP

10,930yBP

10,800yBP

10,700yBP

10,600yBP

10,500yBP

前線（0.4人／km2）

前線の後方（0.04人／km2）

yBP=年前（放射性炭素年代）

図8. 電撃戦モデル（河村
2007 after Martin 1973）

Woolly
rhinoceros

42 kyr BP 30 kyr BP 21 kyr BP 6 kyr BP

Extinct

NA

Woolly
mammoth

Horse

Reindeer

Bison

Musk ox

図9. メガファウナ6種の生
息可能域の変遷（Lorenzen 
et al. 2011）

生息可能域は、化石の分布と
温度・降水量に関する古気候
データをもとにモデル化され
ている。NA: not available。
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ツェンらは、古生物学、系統地理学、分子進化

学、考古学などの他領域を横断する研究プロ

ジェクトを組織し、後期更新世におけるマンモ

ス、ケサイ、ウマ、トナカイ、バイソン、ジャコウウ

シの消長の要因を多角的に考察した。彼女と

共同研究者総勢57名の連名でネイチャー誌に

発表されたその成果は、実に興味深い（Lorenzen 

et al. 2011）。

ローレンツェンらは、まず化石の分布と気温

や降水量に関わる古気候データをもとに更新

世から完新世にかけての4時点（42,000年前、

30,000年前、21,000年前、6,000年前）に上記6種が

生息し得た地域を推定した（図9）。次いで、ウマ、

トナカイ、バイソン、ジャコウウシの4種につき

各時点での生息可能域の面積とミトコンドリア

DNAの解析から確認された遺伝的多様性の変

動を確認し、併せてユーラシア・北米両大陸に

おける6種個体群の動態を確率論のモデル（ベ

図10. ウマ、バイソン、トナカ
イ、ジャコウウシに関する遺伝
的多様性と生息域の経時的
変化（Lorenzen et al. 2011）

X軸は暦年代、下段グラフの
Y軸は有効個体数（effective 
population size）と世代時間
（generation time）の積（N 

et）を示す。それぞれのグラフ
のX軸に向けて引かれた垂
線は、分析に用いられた化石
個々の14C年代値を表す。

図11. ベイズモデル選択で
推定された最も支持される個
体群動態モデル（Lorenzen 
et al. 2011）

a:ユーラシア大陸、b:北米大
陸。時間軸上の灰色の点は図
9で推定した生息可能域の各
時点（42, 30, 21, 6 Kyr BP）、
黄色の点は個体群増減の時
期を示す。色棒グラフの中に
白抜きで示された数値は、モ
デルの支持率を示す。色棒グ
ラフの右側に記された数値の
うち×付きで示されたものは
増減度、Kが付されたそれは
最も若い年代での有効個体
数（単位:千頭）を意味する

図12. メガファウナと後期旧
石器人類集団の時空間分布
（Lorenzen et al. 2011）

a:ヨーロッパ、b: シベリア。白抜
きの棒グラフは6種のうち少
なくとも1種の化石が伴う人
類遺跡の数を2千年間の階
級幅で表したものとなる。対
象とされた遺跡群の年代は
ヨーロッパが48-18 kyr BP、
シベリアが41-12 kyr BPの
間にある。色付きの棒グラフ
は、各種の化石が伴う遺跡数
を示す。6種の生息域と人類
の居住域の重なりについては
緯度・軽度のμ±1σによって
計算され、千年単位に示され
ている。
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イズ統計モデル）を用いて推定。最後に、大型草食

獣の絶滅に果たした人間の影響を評価すべく、

各種に推定された分布域とヨーロッパ・シベリア

の後期旧石器時代の遺跡群の分布域の重なり

と、遺跡群に伴う6種化石の経時的変化の検討

も試みた。

その結果、ウマ、トナカイ、バイソン、ジャコウウ

シの4種には生息可能域の面積と遺伝的多様

性の間に高い相関が認められ（図10）、しかもユー

ラシア大陸における個体数が一様に34,000年

前頃から増加し始めた可能性が示唆された（図

11）。これらは、過去5万年間における大型草食

獣の消長が気候の変化と不可分な関係にあっ

たことを示す証左と捉えることができる。また、

ローレンツェンらはヨーロッパ、シベリアの別なく

ケサイ・ジャコウシの化石が遺跡に伴う頻度が

低いことを示し（図12）（4）、それら二種が後期旧石

器時代人の主要な捕獲対象となっていなかっ

た可能性も指摘した。彼女らによれば、LGM以

降のヨーロッパ・シベリアにおける生息域が人

類遺跡の分布域とごく僅かしか重ならないそれ

ら二種の絶滅要因は、ほぼ気候変動のみで説

明できるという。しかしながら、その彼女らも気

候が大型草食獣の個体数変動を引き起こした

主因であることを認める一方、ウマやバイソンな

ど他の草食獣の絶滅要因については、気候と人

間、双方の影響を考慮すべきだと説く。

研究の「鍵」となるバイカルシベリアの化石群

このローレンツェンらによる研究では、ヨー

ロッパ・シベリアの更新世遺跡から発掘され、

それ自体から放射性炭素年代が測定された

1,439点を含む総計2,996点の動物化石が分析

の対象とされた。従来、ユーラシア大陸におけ

る大型獣の絶滅が主にヨーロッパの出土化石群

をもとに語られてきた点を踏まえたなら、シベリ

アの資料をも分析対象に取り込むこうした研究

が進められるようになったことは多いに評価す

べきだろう。

しかしながら、シベリアでも特に東シベリアの

化石群は未だ必ずしも十分にデータ化されず、

絶滅要因の考察に活かされていない状況にあ

る。既に述べた通り、バイカルシベリアには更新

世化石が伴う旧石器時代の遺跡群が色濃く分

布し、大型草食獣の多くが絶滅への途を辿った

LGM以降にのこされた遺跡も少なくない。ま

た、この地域では寒冷地への適応がことに進ん

だトナカイなども含め、マンモス動物群の主要構

成種のほぼ全てついて化石が発見されている。

それだけに、今後、更新世末期の大型獣の絶滅

要因を考察する上で、この地域の動物化石群の

詳細なる検討は極めて大きな意味をもつ。冒頭

に述べたケサイ化石もそれ故に極めて貴重な

資料であることを指摘し、小稿の結びとする。

註

（1） 後期更新世、ユーラシアの寒帯地域を中心に広く分布した動
物群。マンモスに加え、これと共生したケサイやトナカイ、ステップバ
イソン、ウマ、ホラアナライオン、ホッキョクギツネ、グズリなどの動物
群を指す。
（2） ケサイ化石に関して豊富な知見をもつ研究者の中には、第
三後臼歯の萌出年齢をGaruut（1994）の考えるそれより、幾分
遅く考える向きもある。筆者と親交のあるEmanuel Billia博士
（国際サイ基金サイ資源センター International Rhinoceros 
Foundation-Rhino Resource Center）もその一人に当たる。氏
は、ボハン出土化石を18歳-22歳の若い成獣に由来すると推定さ
れた（Billia私信）。
（3） ナウマンゾウやオオツノシカなど更新世末期の日本列島を特
徴づけた大型草食獣の絶滅に関しても、様々な説明がなされてい
る。河村善也はこれを環境変化と人類の狩猟活動の相互作用に
よって説明する立場をとり（Kawamura 1994）、また、C. J.ノートン
らもそれらの絶滅に人類活動が直接・間接的に影響を与えたと
説く（Norton et al. 2010）。これに対して、岩瀬彬らは、先頃、絶滅
の主因が気候変動とそれにともなう生態系の変化にあったと結論
づける論考を発表した（Iwase et al. 2011）。
（4） ジャコウシの化石はヨーロッパの旧石器遺跡群の約1％、シベ
リアのそれにも6％しか伴わない。また、ケサイの化石がLGM以
降のシベリア旧石器時代遺跡群に伴う頻度は11％以下だという
（Lorenzen et al. 2011: 361-362）。
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